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ながら検討を進めた．
2. 1ɹ೩ྉੑঢ়

ୈ 1 දの性状から，バイオマス燃料の特徴を以下にま
とめる．

( 1 ) 発  熱  量

( 1 � 
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おいて，灰性状によってはスラッギングとファウリングが
発生し，ボイラ運転に影響を与えることが知られてい
る
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力条件を測定した．PIP はノズル出口から離れるにつれて
減少して直接測定することは困難である．本試験ではあら
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に付着灰が脱落することはなく，外観からは付着灰が溶融
している状況も見られなかった．木質ペレット B も暴露
時間 300 分の間に付着灰が脱落することはなかったが，
灰が溶融していることが確認された．農業残渣において
は，灰が溶融して模擬伝熱管の周方向に広範囲に付着し
た．木質ペレット A，B および農業残渣の灰は瀝青炭と
比べて模擬伝熱管の周方向に幅広く付着した．この要因に
ついて，詳細は 3. 3. 4 ߲で述べるが，バイオマスでは石
炭と比べて多く含まれるアルカリ成分が形成する塩化物な
どの蒸気の凝縮によって，衝突角度が大きく灰粒子が付着

しにくい範囲にも付着して周方向へ広範囲に灰が付着して
いたと考えられる．
排ガス中のフライアッシュ濃度は，炉内に L 字に曲
がった石英管を挿入して一定時間に等速吸引にて灰粒子を
採取し，単位時間および投影断面積当たりに通過する灰の
重量である灰のフラックスとして計測した．横型燃焼炉で
の灰のフラックスの測定結果をୈ 7 ਤに示す．バイオマ
スは瀝青炭と比べて灰分が少ないため灰フラックスも少な
く，特に木質ペレットの灰フラックスは瀝青炭の 1/5 以
下となる．詳細は 3. 3. 2 ߲で述べるが，木質ペレット A
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においては灰が付着する割合はいずれの温度域でも瀝青炭
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たは添加剤の追加によって調整した．ୈ 15 ਤより，
横型燃焼炉および DTF と異なる試験系のデータにお
いて同じような傾向は見られたが，DTF による付着
灰中 Cl 濃度は横型燃焼炉の場合と比べて小さくなっ
ていた．Cl 分は塩化物の蒸気の凝縮によって付着す
るため，付着灰中 Cl 濃度は伝熱管表面に形成する境
膜内の濃度や温度の勾配に影響すると考えられる．
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